


 

研究目的 

 経口避妊薬服用後の妊娠例では,性ステロイドの卵に対する直接作用,排卵抑

制による変性卵の受胎,投薬中止後の内分泌環境の変化などにより,催奇形性の

可能性がある。また,月経不順婦人の妊娠に際しても,卵巣発育不全による内分

泌環境の変化,卵胞期の延長にもとづく卵の変性の可能性が考えられる。従って,

この因果関係を実験的に明らかにするために,以下の動物実験を行なった。 


